
 

 

 

 

  

 

 

１年生が国語の時間に 

「おおきなかぶ」の劇をしていました。 

「おおきなかぶ」は 

国語の教科書にある教材です。 

実際に動作で表現することで 

想像を広げる読みの力が高まります。 

最後、かぶは無事に抜けました。 

人の前で劇をがんばることは 

子どもたちの励みになるようです。 

 

学校ではコロナ禍で中止になった学芸会に 

代わる学習発表週間を１１月に実施します。 

（学年ごとに日程をずらし実施します。） 

詳細は運動会終了後に順次お知らせします。 

※例年の学芸会のような規模・内容では実施できません。

ご理解をお願いします。 

「おおきなかぶ」には 

右の写真のような接続語が出てきます。 

 

１年生の国語の学習では 

接続語の後にどのような言葉が 

つながるのかを理解させます。 

子どもたちは 

物語に出てくる登場人物のお面をつけて 

劇に取り組みました。 

とても楽しい授業のようで 

担任の先生が「今日で最後だよ」と言うと 

子どもたちからは 

「えー！もっとやりたかった」の声が 

あがりました。 

 


